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ヨ
シ
ノ
ヒ
コ
ス
ケ
吉
野
彦
助
刑
制
同
州
杉
野
屈

の
人
。
同
治
三
年
局
長
村
の
内
に
新
制
四
十
石
を
山
間

接
L
、
後
路
長
に
隣
接
す
る
日
山
知
潟
訟
に
、
俄
山
川

ヨ
シ
ノ
ノ
ヤ
ヘ
エ
吉
野
田
禰

兵

衛

そ

の
刷
似

次
郎
は
越
則
的
出
入
で
あ
っ
た
が
、
市
町
亡
加
と
な
っ

て
ゐ
た
石
川
端
吉
野
・佐
良
・椴
披
・市
，
原
・木
前
・巾

宮
と
能
尖
畑
地
泌
を
村
上
制
服
が
併
合
し
よ
う
と
し

た
問
、
之
を
前
川
利
家
に
誼
逃
し
て
刊
興

L
、
扶
持

一
一
品
七
町
を
党
付
た
。
二
代
目
を
殉
-
長
術
と
い
ひ
、
三

代
円
は
若
名
揃
=
一、
後
に
揃
兵
衛
で
あ
っ
た
が
、
利

長
の
時
に
十
村
と
な
り
、
一
山
人
扶
持
を
栄
付
、
四
代

田
四
共
術
之
を
裂
い
で
『
氷
川
町
一
二
年
間
地
九
段
に
改
め
ら

れ
、
明
Mm
二
年
老
的
を
以
て
十
村
を
除
か
れ
た
o
w地

文
十
一
年
病
死
。
穀
年
抗
代
同
蹴
七
郎
持
刊
の
内
九

反
を
扶
持
せ
ら
れ
、
延
抗
八
年
三
月
間
担
。
そ
の
後
は

平
三
郎
が
綴
い
だ
。

十
村
は
三
代
四
代
だ
け
で
あ
っ

た
。

ヨ、
γ

る
は
、
た
ば
こ
を
却
し
て
枇
に
闘
践
じ

1
。
一
ナ
も
一

と
せ
こ
L

に
遊
び
て
、
青
山
町
の
春
に
明
石
た
ば
こ
の

秋
を
、
お
な
じ
名
の
花
ら
た
ば
こ
を
競
ぶ
れ
ば
町
取
り

よ
し
の
L
是
は
信
一
掠
。
』
と
記
す
る
。

ヨ
シ
ノ
ノ
オ
ホ
ス
ギ
吉
野
の
大
杉

石
川
端
青

野
の
う
ち
ド
吉
野
の
凶
北
拙
に
在
っ
て
、
里
人
倒
杉

叉
付
御
仰
供
杉
と
い
ひ
、
同
組
七
米
入
、
悩一
一品
一
八

米
。
技
柏
市
川
制
に
長
く
延
び
、
幹
の
中
央
太
き
を
以
て

奇
捌
を
呈
す
る
。
こ
の
地
は
古
へ
祇
陀
寺
の
あ
っ
た

加
と
い
ふ
。
附
和
十
三
年
六
月
天
然
紀
念
物
に
指
定

ぜ
ら
れ
た
。

ヨ
シ
ノ
ノ
ハ
ナ

芳
野
の
花

一
加
。
小
松
の
例

入
仰
仙
編
。
一
加
。
天
明
八
年
柄
本
。
仰
仙
が
或
人

の
鋭
に
よ
っ

て
、
型
一
芳
野
花
田
す
の
自
己
の
吟
詠
を
部

き
呉
へ
た
も
の
で
、
容
米
に
出
抑
老
人
と
あ
る
も
そ

の
別
披
で
あ
る
。

筋
入
，
1
川
を
改
m
唱
す
る
こ
と
を
出
似
し
た
が
、
江
文

三
年
附
凶
作
時
中
行
等
白
地
を
路
査
し
、
川
筋
改
修
と
共

に
新
川
の
開
設
を
命
じ
た
。
彦
助
乃
ち
役
を
賢
L
、

六
十
石
俄
の
地
を
得
、
五
年
務
は
之
を
則
被
新
村
と

命
名
し
た
。
彦
助
は
一
見
に
問
年
三
十
石
、
七
年
四
十

石
、
十
年
二
十
石
、
十
二
年
三
十
布
、
延
賀
三
年
十

抗
石
容
の
新
旧
を
得
、
延山
μ
七
年
以
後
向
十
数
悶
の

m
Iに
よ
り
、
出
掛
口
新
村
に
て
総
前
五
百
八
十
石
、

隣
村
に
て
こ
百
石
の
開
授
に
成
功
し
た
か
ら
、
悦
人

之
を
千
百
彦
助
と
呼
ん
だ
。
元
職
十
四
年
十

一
同
月
夜
。

ヨ
シ

/

プ

吉
信
用
羽
咋
郡
杉
叫
町
民
の
百
姓
。
能

資
誌
に
、『
杉
野
戸
田
村
昔
官
原
村
と
一
村
な
り
し
頃
、

官
阪
の
凶
武
・左
官
栄
品
目
と
の
同
人
前
絡
の
告
に
任

せ
、
京
都
柏
野

へ
来
b
し
が
、
共
同
制
北
川
町
の
坊
へ
も

北
川
町
山
一円
姓
音
信
拐
す
二
人
へ
夢
想
有
て
、
能
州
日
目
原

村
よ
h

リ
我
を
迎
に
来
る
也
0

1
(
節
供
し
て
怠
る
べ
し

と
あ
り
け
る
。
果
し
て
符
仰
を
合
し
た
る
如
く
な
れ

ば
、
即
て
首
位
梓
同
日
ハに
鯨
抽
出
の
御
供
し
て
沼
凶
へ
下

。
、
出
口
信
は
此
地
に
留
り
氷
く
居
住
L
、
今
に
子
孫

娘
れ
り
。
』
と
氾
す
る
。

ヨ
シ
ノ
ヤ

吉

野
屋
羽
咋
仰
日
山
知
院
内
管
限
庄

に
臨
す
る
郎
百
問
。
古
口
野
山
庄
の
名
は
、
大
永
六
年
十
周

一
宮
副
初
脆
年
白
米
銭
納
帳
に
見
え
る
。

ヨ
シ
ノ
リ

義
則

加

引
の
刀
工
。

加
州
議
川
と

切
る
。
天
正
頃。

ヨ
シ
ハ
ラ
吉
原

能
尖
榔
絞
除
郷
に
属
す
る
郎

官
問
。
郷
村
名
義
抄
に
、
血臼
は脂…
川
村

・
苦
闘
臥
村
の
こ

つ
で
あ
っ
た
が
、
い
つ
の
切
よ
り
か
菅
原
村
の
み
に

な
っ
た
。
正
保
・認
文
L
H
d干
の
一
両
辻
帳
に
は
菅
原
村

と
あ
る
と
記
す
る
。

ヨ
シ
ハ
ラ
吉
原

河

出

揃
引
上
庄
に
幽
す
る
郎

孫
。
総
局
記
に
、此
の
村
に
音
大
寺
が
あ
っ
た
と
て
、

大
門
・門
の
裂
な
ど
の
芋
が
あ
り
、
か
〈
た
う
坊
・明

ヨ
シ
ヒ
ザ
オ
ツ
メ
マ
イ
ブ
ギ
ヨ
ウ
吉
久
御
詰
米

奉
行

吉
久
は
越
中
射
水
制
の
地
。
寛
文
元
年
松
江

次
郎
兵
衛
・杉
凶
伊
兵
術
・
水
野
牢
左
衛
門

-m膝
伊

左
衛
門
の
命
ぜ
ら
れ
た
の
が
御
詰
米
奉
行
の
初
で
あ

ら
う
。
娃
斑
中
に
主
つ
て
は
全
く

一
人
役
と
な
っ
た
。

ヨ
シ
フ
ヂ

吉
際

↓
セ

ン
コ
ウ
ジ
郭
光
寺
。

ヨ
シ
フ
ヂ
ゴ
ウ
吉
藤
郷
民
政
和
前
行
業
担
に
、

『
和
向
諒
凶
忽
。
共
宰
提
政
。
白
州
石
川
榔
土
口
一
際
郷

人
。
』
と
あ
る
。
こ
h
A

に
宜
口
一
般
郷
と
あ
る
は
、
古口一際村

の
怠
で
、
さ
る
郷
名
は
な
い
。

ヨ
シ
フ
ヂ
ゴ
ボ
ウ
吉
藤
御
坊

J
セ
ン
コ
ウ
ジ

専
光
寺
。

ヨ
シ
ミ
ウ
ヂ
吉
見
氏

こ
〉
青
見
氏
と
越
前
|

興
凶
の
初
能
積
の
守
秘
は
吉
見
大
磁
大
輔
桜
降
で
あ

っ
た
が
、
庇
越
前
の
宮
方
と
干
先
を
交
へ
た
。
時
に

位
坊
・
じ
ぢ
ん
坊
・
た
ぼ
ん
坊
・
不
動
坊
・
り
や
う
ぢ

坊
・じ
よ
ち
ん
肪
等
の
寺
跡
が
あ
る
と
記
す
る
。
又

L
Y
E
-q
本

文
化
八
年
他
凶
出
制
禁
産
物
記
に
、
此
の
村
に
白
銀

プ
チ土
を
益
し
て
御
制
工
所
の
御
用
と
な
る
こ
と
を
総
せ

て
ゐ
る
。

ヨ
シ
ハ
ラ
カ
マ
ヤ
吉
原
一
金
屋

能

英

市
叡
律
郷

に
留
す
る
部
町
問
。

ヨ
シ
ハ
ラ
キ
コ
ウ
吉
原
紐
行

一
所
。
牧
畠
左

衛
門
忠
納
者
。
文
化
三
年
水
無
且
、
江
戸
滞
邸
か
ら

問
抑
制
に
伴
は
れ、

納
涼
の
鈎
来
給
し
て
耐
凶
俄
に
単

り
、
音
原
を
見
物
し
た
紀
艇
で
あ
る
。
別
々
で
波
勾

な
ど
が
作
ら
れ
て
ゐ
る
。

ヨ
シ
ハ
ラ
ジ
ロ
ベ
エ

吉
原
次
郎
兵
衛

天

正

八

年
柴
制
勝
家
が
加
到
の
一
向
宗
従
を
滅
ぼ
し
た
後
、

菅
原
次
郎
兵
衡
を
能
美
郡
別
宮
城
主
と
し
て
置
い
た

が
、
翌
九
年
三
且
小
路
揃
の
行
は
れ
る
に
詰
っ
て
北

凶
の
諾
絡
が
京
都
に
上
っ
た
服
に
来
じ
、
ま
た
一
授

は
起
っ
て
次
郎
兵
衛
を
討
取
っ
た
。

九
O
O

能器官
の
士
得
江
九
郎
制
民
と
い
」
も
の
、
削
山
際
に
従

=

う
て
出
征
し
、
凱
(
凶
四
元
年
〔
Mm胞
三
〉
八
月
に
は
捌
時

=

能
の
出
掛
っ
た
越
前
三
附
探
千
手
寺
械
を
、
十
月
に
は

=

同
凶
の
畑
城
l
M
，ひ
糸
附
城
を
陥
れ
て
、
武
家
方
に
童

二

き
を
お
し
た

。

=

公
一
)
吉
見
氏
と
越
中

l
興
附
五
年
(康
永
三
〉
越
巾
の
=

到
上
宮
内
少
削
俊
的
、宮
方
に
即
し
て
兵
を
壊
げ
た
。

=

是
に
於
い
て
足
利
徹
氏
は
、
十
万
世
抗
日
吉
日
比
凱
除

=

に、

能
管
内
地
一切
家
人
を
蔀
ゐ
て
之
を
準
鍵
す
べ
き

二

こ
と
を
命
じ
、
十
一
且
十
六
日
制
限
付
得
江
制
民
を

=

召
し
た
か
ら
、
郎
氏
は
m
m
年
一ニ
且
逃
波

L
m々
に
職

=

う
た
。
此
の
年
七
且
十

一
日
俊
一
前
大
思
し
て
、
官ロ見

=

氏
の
慌
を
越
巾
一
品
槻
及
び
削
川
河
に
裂
う
た
が
、
制
日

=

は
、
能
授
の
得
別
次
郎
左
衛
門
入
池
袋
訳
(
祢
は
口
E

仲
〉
代
で
あ
っ
た
子
息
又
五
郎
武
名
と
共
に
奮
闘
し

=

て
蹴
返
し
た
。
然
る
に
正
平
元
年
(ド以
和
二
〉
俊
治
的
=

勢
力
V
A
鋭
ひ
、
=
一月
六
日
能
管
に
位
入
L
、
湖
町
山

=

門
出
衆
院
水
路
刊
紙
に
出
掛
っ
た
の
で
、
削
除
の
子
銃
部
助

=

氏
翻
は
越
巾
よ
り
隊
。
、
.1
且
四
日
木
尾
山
間
を
陥
訴

-

4
し
め
た
。
俊
治
乃
ち
越
巾
に
退
き
、
新
川
郡
松

'n
z

及
び
水
路
に
於
い
て
吉
見
躍
と
封
僻
し
た
が
、一

一十
E

日
古口
見
箪
水
路
械
を
攻
め
、
得
旧
訳
名
は
先
聞
に
政
~
=

ん
で
功
を
樹
て
た
。
川
し
て
同
年
間
九
且
佼
初
は
一

一一

た
び
除
を
乞
う
た
が
、
正
平
二
年
〈
山
利
一
二

)χ
松
β

=

に
旗
帥酬
を
験
し
た
か
ら
、
mM
年
館
氏
の
館
山祉
に
臨
じ

=

た
る
吉
見
協
部
助
氏
却
は
得

mポ
誌
と
H
ハ
に
出
帥

二

L
、
イ
且
十
二
日
之
を
陥
れ
た
。

=

会
一
〉
足
利
氏
内
紅
の
俄
披

l
正
平
rA
年
ハ
制
限
一冗
)
足

=

利
直
義
は
兄
敏
氏
と
阪
を
阿
川
へ
た
が
、
こ
の
事
は
甲

=

〈
も
地
方
に
似
締
L
、
越
中
の
桃
到
底
川
山
は
訓
ト
h

布

=

袋
丸
(
俊
市
の
後
で
あ
ら
う
)
及
び
市
来
一S
J
l
郎
俊
行

=

と
共
に
直
義
に
邸
L
、
能
習
の
得
江
石
王
丸
(
額
n
=

の
子
で
あ
ら
う
U

は
愈
氏
方
と
な
っ
て
、
公
武
の
山町

=


